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1年間の運動実績を確認   
 

初
の
全
国
事
務
局
長
会
議
開
く 

 

会
議
の
冒
頭
、
阿
部
保
吉
会
長
は
「 

退
職
者
連
合
始
ま
っ
て
以
来
、
最
初
の

事
務
局
会
議
だ
。
組
織
拡
大
で
は
、
し

っ
か
り
と
し
た
体
制
・
機
構
整
備
の
強

化
が
で
き
、
実
績
も
上
が
っ
て
い
る
。

連
合
の
力
を
借
り
な
が
ら
百
万
を
達

成
し
、
三
百
万
を
目
指
し
た
い
。
そ
の

た
め
規
約
の
整
備
や
機
構
の
検
討
、
運

動
の
見
直
し
が
出
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

自
主
財
政
の
課
題
も
あ
る
。
政
策
・
制

度
要
求
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
相
談
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
組
織
の
要
で

あ
る
事
務
局
長
会
議
開
催
の
意
義
を
強

調
、「
事
務
局
長
会
議
を
こ
れ
か
ら
年
一

回
開
催
し
た
い
」
と
の
考
え
を
示
し
ま

し
た
。 

連
合
と
退
職
者
連
合
の
堅
い
絆
を
実
感 

続
い
て
連
合
本
部
を
代
表
し
て
山

根
木
晴
久
総
合
組
織
局
長
が
あ
い
さ

つ
。「
退
職
者
連
合
と
連
合
の
連
携
と

し
て
力
合
わ
せ
い
た
だ
い
て
お
り
、
連

合
と
退
職
者
連
合
の
堅
い
絆
が
で
き

て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
ま
た
地
域

で
も
現
退
一
致
の
運
動
の
取
り
組
み

が
で
き
て
い
る
」
と
報
告
。
今
国
会
で

の
労
働
法
制
改
悪
の
動
き
に
つ
い
て

は
、「
徹
底
的
に
対
峙
し
、
安
倍
政
権

に
現
退
一
致
で
対
決
を
」
と
出
席
者
に

訴
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
が
戦
後
七
○

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
根
木
総
合
局
長

は
「
安
倍
政
権
の
動
き
に
危
惧
を
持
っ
て

い
る
。
平
和
を
守
っ
て
行
き
た
い
」
と
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
の
終
わ

り
に
、
連
合
な
ど
が
取
り
組
む
一
○
○
○

万
署
名
の
取
り
組
み
へ
の
更
な
る
協
力
を

要
請
し
ま
し
た
。
な
お
連
合
本
部
総
合
組

織
局
か
ら
は
、
倉
永
誠
史
局
長
と
林
俊
孝

部
長
が
出
席
。
阿
部
会
長
が
参
加
者
に
紹

介
し
ま
し
た
。 

 

組
織
拡
大
と
政
策
・
制
度
要
求
内
容
に
つ

い
て
、
今
後
、
運
動
を
取
り
組
む
上
で
重
要

と
な
る
実
務
的
な
意
見
交
換
の
た
め
、
退
職

者
連
合
は
、
二
月
一
七
日
（
火
）
午
後
一
時

か
ら
、
都
内
・
荒
川
区
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ

ッ
ド
で
、
結
成
以
来
初
め
て
と
な
る
全
国
事

務
局
長
会
議
を
開
き
ま
し
た
。
会
議
に
は
中

央
・
地
方
の
退
職
者
組
織
か
ら
事
務
局
長
が

出
席
し
ま
し
た
。 

▲全組織から85人が参加した全国事務局長会議。（2月17日） 

阿 部 会 長 

山根木総合局長 

課題は、機構整備・自主財政確立 

組織の強化・拡大 

自治体要請での全国行動 

http://tr.jtuc-rengo/
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会場からの 
報告・意見・要望 
 

基礎年金額が低すぎて

生活が苦しい高齢者が

いる。もっと年金を充実

させるべきだ。 

鳥
取
高
退
連
・
山
田
敏
明
事
務
局
長 

 
 

地
域
・
地
区
活
動
の
本
部
報
告
で
は
、
活
動
事
例
紹

介
と
し
て
鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
山
田
事

務
局
長
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
詳
細
は
、「
ふ
れ
あ

い
速
報
第
一
九
一
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

行事などで老人 

クラブと退職者 

連合が一致して 

できないか。 

 

第 189 国会の山場には、

大きな行動を起こすべき

だ。カンパを集めるなどし

て、ぜひ地方からも参加

したい 

自治体要請を７つの地協でやろうと思

ったが、地協は会員相互の親睦が活

動の中心で、こうした行動は取り組め

ないのではと不安だった。しかしやっ

てみたら７つの地協できちんとやれ

た。 

会場からは、5 人の方から発言がありましたの
で、要旨を紹介します。本部答弁は紙面の関係
で省略しました。 

岡山・山田勇夫さん 

福岡・檀勝樹さん 

北海道・冨山隆さん 

兵庫・高原澄夫さん 

佐賀・八木道彦さん 

県内全市町村に要請した。初めて

要請した首長からは『高退連という

から、高校の体育連盟か何かと思

った。退職者組織と初めて知った』

という声がいくつもあった。今回の

行動は退職者連合の知名度アップ

につながった 

自治体要請関係で 

 

組織拡大関係で 

 

自治体要請関係で 

 

政策・制度関係で 

政策・制度関係で 
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

退職者連合 

安心できる社会保障を！第 189通常国会に向け要求 

 政策・制度要求実現 2.18院内集会を開催 

 退職者連合は2月18日（水） 
午前10時から参議院議員会館１
階講堂で政策・制度要求実現
2.18 院内集会を開きました。前
日の全国事務局長会議出席者や
中央退職者組織の会員など首都
圏を中心に 280 人が参加しまし
た。集会は、第 189 通常国会に
向け年金や医療・介護、生活保
護などの当面の政策・制度につ
いて「季節要求」としてまとめ、
その実現を求めるために開きま
した。来賓として連合本部から
川島千裕総合政策局長、民主党
からは、山井和則衆議院議員、
社民党からは、吉田忠智党首が
それぞれ連帯のあいさつをしま
した。また連合の平川則男生活
福祉局長が、社会保障関連での
2015 年度政府予算案の内容と連
合の最重点法案について講演し
ました。 

▲阿部会長の主催者あいさつに聞き入る参加者。あいにくの冷たい雨にもかかわら

ず、会場は退職者連合の会員で埋まり、熱い熱気につつまれた。（2 月 18 日、参

議院議員会館） 

 主催者あいさつで阿部保吉会長は、ま

ず集会のねらいについて明らかにした

上で、年金、医療・介護、生活保護など

の主要課題についてその内容を指摘。あ

わせて退職者連合の闘う姿勢を鮮明に

しました。また、雇用問題にもふれ「雇

用政策は、社会保障と直結する課題であ

り、労働者の雇用や処遇の格差を解消

し、後世に過大な負担を残すことのない

ようにすべきだ」と述べました。 

（註）会長あいさつは、退職者連合のホー

ムページをご覧ください。 

連合、民主党、社民党が連帯あいさつ 

来賓あいさつでは、川島総合

局長が「今まで思ったように

退職者連合と議論してこなか

った。政策で一致する部分と

そうでないところがあった。

しかしこの 3年間で幅が寄せ

られ現退一致で行われるよう

になった」と連携の成果を評

価、「連合は今、春闘の真った

だ中、賃上げ、時短、政策制

度を中心に取り組んでいる」

と闘う決意を述べました。ま

た民主党の山井衆議院議員

は、安倍政権が目論む労働法

制の一連の改悪の動きを厳し

く批判。「政府は、一生派遣Ｏ

Ｋ、残業代ゼロを強行すると

言っている。非正規が 4割に

なる。雇う側がその人の人生

に責任を持たねばならない」

と指摘。さらに社民党の吉田

党首は、「集団的自衛権、沖縄

問題、労働者派遣法など安倍

さんに白紙委任したわけでは

ない」と批判しました。 

阿
部
会
長 

山
井
衆
議
院
議
員 

 

吉
田
参
議
院
議
員 

平川局長 

 

川島総合局長 
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政策・制度要求実現2.18院内集会アピール 
 

国の政策運営の誤りが勤労国民・庶民の暮らしから夢や希望を奪い取っている。 

第１８９通常国会は、平成２７年度予算案が提出され、いよいよ与野党の本格的

な論戦が始まった。庶民の生活実感に根差した実のある議論を通じて、政策運営の

誤りなき方向を示してほしいものである。そのため退職者連合は、「第１８９通常国

会に向けての政策・制度要求」を掲げ、本日ここに要求実現集会を開催した。 

新年度予算のみならず、集団的自衛権行使容認に係る安保法制の問題など、わが

国の将来のあり方にもかかわる重要法案が予定される中で、退職者連合の要求は、

高齢者の暮らしに直結する年金・医療・介護を柱とした社会保障制度の問題、とり

わけそれら制度の改悪阻止と維持・改善に向けて、重点項目を絞り込んだものであ

る。 

 公的年金制度については、マクロ経済スライド調整への対応、短時間労働者の

年金保険への加入拡大、積立金運用のあり方などを追求し、医療保険制度について

は、皆保険制度の崩壊にもつながりかねない「混合診療」の問題や、後期高齢者医

療制度に代わる新たな制度作りなどを提起している。介護保険制度では、予防訪問

介護・予防通所介護の市区町村事業への移行の撤回を求め、要介護認定申請前段に

行うとされる「基本チェックリスト」による権利侵害の問題を指摘し、介護サービ

ス低下の防止策などを求めている。このほかにも、生活保護制度の保護基準の復元

や、年金課税、法人税減税への反対も訴えている。 

安倍総理は昨年末、消費税率１０％への引き上げを１年半先送りして衆議院解

散・総選挙を行った。それは、アベノミクスと称する経済政策の破たんを国会解散

という荒技をもって糊塗したにすぎない。しかし同時にそれは、消費税率引き上げ

の増収分は全て社会保障財源に当てられることになっていたことから、制度改革の

行方に大きな負の影を落とすこととなった。にもかかわらず政府・与党は、性懲り

もなく経済最優先によるトリクルダウンを主唱し、法人税減税は言うに及ばず、「生

涯派遣」を可能にする労働者派遣法の改悪や、労働時間規制の骨抜きに道を開く「残

業代ゼロ制度」など、産業・企業にとってさらに使い勝手の良い税制、雇用・労働

法制への変質を画策しながら、一方では各種社会保障給付の切り下げと、高齢者へ

の負担増によって収支のバランスを図ることに腐心している。 

 

働き続けて一つの社会的役割を終えた高齢者の生きる姿、それは人間としての尊

厳の問題である。いま国がなすべきことは誤った政策運営で格差拡大、貧困を拡散

させるのではなく、社会保障制度を安定させ、誰もが生き生きと、安心して老年期

を迎えることが出来る国作りである。そのために退職者連合は要求実現に向けて総

力を挙げて闘いぬく。    

以上 

 

２０１５年２月１８日 

日本高齢・退職者団体連合（退職者連合） 

 


